
令和３年度 第３回宇都宮市食育推進会議 議事録 

 

■ 日 時  令和４年２月１７日（木）午前１０時００分から午前１１時００分 

 

■ 場 所  宇都宮市役所 １４大会議室 

 

■ 出席者   

１ 委 員（１４名） 

  内藤良弘委員，渡辺道仁委員，大森玲子委員，大房一裕委員，北條雅人委員， 

手塚浩子委員，岩本眞砂枝委員，福田治久委員，増渕祥子委員，塩澤美枝子委員， 

髙橋友久委員，半田俊夫委員，増渕静枝委員，荒川昭子委員（委員名簿順） 

 ※ 欠席委員（６名）：遠藤秀樹委員，石川晴美委員，坂本治己委員，中野智之委員， 

            檜原貞亮委員，坂本理江子委員 

 

２ 事務局（１０名） 

  【保健福祉部】 部長，次長（保健衛生担当），保健所長 

  【健康増進課】 課長，保健センター所長，企画グループ係長，健康づくりグループ係長，職

員３名 

 

■ 公開・非公開の別  公開 

 

■ 傍聴者・記者  ０名 

 

■ 会議経過 

１ 開 会 

 ・ 委員の過半数が出席しており，本会議は有効であることを報告 

 ・ 「附属機関等の会議の公開に関する要領」に基づき，会議公開について説明，委員了承 

 ・ 所定の手続による事前の周知の結果，傍聴希望者及び記者は０名 

 

２ あいさつ【省略】 

 

３ 議事 

⑴  報告事項 

ア 「（仮称）第４次宇都宮市食育推進計画」（素案）に関する 

 食育推進会議における意見と対応について 

⑵  協議事項 

ア 「（仮称）第４次宇都宮市食育推進計画」（素案）に関する 

 パブリックコメントについて 

イ 「（仮称）第４次宇都宮市食育推進計画」（案）について 

 

 

 



４ 委員からの主な意見・質問等（要旨） 

⑴  報告事項 

ア 「（仮称）第４次宇都宮市食育推進計画」（素案）に関する食育推進会議における意見と

対応について 

   意見等なし 

 

⑵  協議事項 

ア 「（仮称）第４次宇都宮市食育推進計画」（素案）に関するパブリックコメントについて 

● 委員 

パブリックコメント No.3 の中で，食文化で「指導」や「講習会」など学ばなければなら

ないという意識が表に出ている言葉を使っている。幼児や小・中学生が食文化が生活の中

に溶け込んで楽しいと思わせることが重要で，「指導」や「講習会」などは本来そぐわず，

変更してはいかがか。 

    ○ 事務局 

    「宇都宮学」は宇都宮に愛着を持ってもらうことが主眼となっており，その中で楽しみな

がらというのは重要な視点と考えている。教育委員会と連携しながら事業の進め方につい

て検討し，子供たちが食に対して興味や親しみを持ってもらえるように進めていきたい。 

 

イ 「（仮称）第４次宇都宮市食育推進計画」（案）について 

● 委員長 

     先ほどの委員の意見について，主要な事業 No.２８の「食文化の指導」については文言の

変更は可能か。 

〇 事務局 

  文言については，現在関係課と調整しており，委員の意見を反映するとすれば「食文化 

の学習の推進」で保健福祉部としては可能と考えている。 

● 委員 

    「自然に健康になれる食環境づくりの推進」の協力店と，地産地消推進店は別登録という

理解でよいか。 

〇 事務局 

  別ではあるが，事業を連携させていくという理解である。 

● 委員 

     学校給食における地産地消の観点で，宇都宮の他の地区で取れた野菜を市全体に分配す

るように行政が間を取り持ち，常に宇都宮産のものが学校給食で食べられる状況にしても

らえるとよいのではないか。 

● 委員 

  農協ではイチゴを宇都宮で配っている。学校給食に関しては，市場を通して学校給食組 

織と契約すれば可能かもしれない。 

● 委員 

  給食の枠の中に，乳幼児から入れるようにしてほしい。 

● 委員 

食材を廃棄するのは非常にもったいないので，廃棄をしなくてもいいような工夫を行政 

で考えてほしい。 



● 委員 

     歯の健康は健康寿命で重要なので，歯の健診にすべての世代で受けてもらいたい。 

    ○ 事務局 

     食育推進会議でいただいた意見は，食材の廃棄は環境部に，食材に関しては経済部と庁 

内で共有したいと考えている。なお，先ほどの「指導」の文言の変更は調整中であり，結

果は後日お知らせする。 

 

５ その他 

・ 今後の策定スケジュールの説明 

 

６ 閉会 


